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I b1先端 {7邦詐り 白色殆んど透明ぎなり
乾縮し 後小黒星自を生歩るか又は腐敬脆
落する。{
























































宿熱病 Piri@ulariaOrlzae Br: etCav. 
b!病斑は鐸色紙様の櫨令生やる。




組枯病 PhomaglumvulIl Ell. et Tr.. 

















































et Brme.) Wr. 
b~ 葉鞠聞に菌叢し生じて4、規則の踊墜した
赤褐色薗緩令生今る。
- i→' (43) 
雪腐蘭接病 Typhロ1altoana lmai 
12春蒔の幼植物に多〈費生する.根lま褐色
ざなり地上部は黄費表現する.






Erik80 et Heim.' 
b，胞子堆は黄色縦に語句楠腕三t:r.る。
黄鋳病 P.glumai'um (唖chipidt)Erik8. 
et Henn. 
，~胞子土佐は梢令大褐色特;乙稗tr:多い.



























保斑病 Cephato叩 .riumgramineum 
Nisikado et Ikata 
bs 黒禍~，の縦棋を生じ柑+水潤様
黒祥病Baeteriumt叫，l!lucens.J one8 









.網斑病 eyrenophorateres Drechsler 
h明斑は楕固形・暗褐色・黒色の鍛屯愛生
守る0 ・































る。 鏡宣言頼 Pucciniaspp. 
b~ 蒋に黒色傑線ぞ生全る。
果梓病 B配 teriumtran山 censJonea 
John回.etReddy 
同穂の一部ちとは全部の小穂禍色ざなり 淡
紅色の薗叢を昼守る.
赤撒病GibberellaSa1lbinetil畑 nt・〉
Saco・
C44) 、-4 -・
守
